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一

　
本
書
（
邦
題
『
歴
史
を
重
要
に
す
る
こ
と
：
黒
板
勝
美
と
帝
国

日
本
の
形
成
』）
は
、
ヨ
シ
カ
ワ
・
リ
サ
氏
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
提

出
し
た
博
士
論
文
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
概
要
は
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
九
日
開
催
の
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
主
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
史
学
史
上
の
黒
板
勝
美
」
に
お
い
て
、著
者
が
「
近

代
日
本
の
国
家
形
成
と
歴
史
学
：
黒
板
勝
美
を
通
じ
て
」
と
題
し
て

報
告
し
て
お
り
、
他
の
報
告
、
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
『
立
教
大
学
日

本
学
研
究
所
年
報
』
第
一
四
・
一
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、拙
書
評
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
二

　
最
初
に
、
本
書
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
構

成
に
つ
い
て
、
以
下
に
各
章
節
を
邦
訳
と
と
も
に
示
す
。

序
章
（Introduction

） 

学
問
と
公
的
歴
史
の
整
合
化
（H

arm
onizing Scholarship 

and Public H
istory

）

あ
る
歴
史
家
を
回
想
す
る
（Rem

em
bering a H

istorian

）

第
一
章
　
歴
史
家
の
誕
生
　
一
八
七
四ｰ

九
六
（B

ecom
ing a 

H
istorian

）

大
村
の
子
（A Son of O

m
ura

）

第
五
高
等
中
学
校
（The Fifth H

igher School

）

明
治
中
期
の
学
界
状
況
（The M

id-M
eiji State of the Field

）

帝
国
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
（Student Life at the 

Im
perial U

niversity

）

第
二
章
　
史
学
の
蘇
生
　
一
八
九
六ｰ

一
九
〇
八（R

esuscitating 
the H

istorical Field

）

大
学
院
生
活
（G

raduate Life

）

歴
史
家
た
ち
の
技
能
の
拡
充
（Expanding the H

istorians’ 
Crafts

）

国
史
の
執
筆
（W

riting Japanese H
istory

）

書
　
評

YO
SH

IK
A

W
A

, L
isa

M
aking H

istory M
atter : Kuroita Katsum

i 

and the Construction of Im
perial Japan

（H
arvard U

niversity Asia Center, 2017

）

渡
邉
　
　
剛
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第
三
章
　
史
学
の
確
立
　
一
九
〇
八ｰ

一
八
（E

ntrenching 
the H

istorical Field

）

欧
米
歴
訪
（Touring Europe and Am

erica

）

南
北
朝
正
閏
問
題
（The Southern-N

orthern Court 
Incident

）

国
史
の
書
き
直
し
（Rew

riting Japanese H
istory

）

史
蹟
保
存
（H

istoric Site Preservation

）

第
四
章
　
今
ま
さ
に
動
い
て
い
る
歴
史
　
一
九
一
八ｰ

二
七

（H
istory in A

ction

）

歴
史
人
物
の
顕
彰
（Com

m
em

orating H
istoric Figures

）

朝
鮮
史
の
形
成
（M

olding K
orean H

istory

）

歴
史
家
と
関
東
大
震
災
（The H

istorians and the 
Earthquake

）

過
去
と
現
在
を
巡
る
争
い
（Contesting O

ver the Past and 
the Present

）

第
五
章
　
歴
史
家
た
ち
の
「
明
白
な
る
運
命
」
一
九
二
七ｰ
三
六

（H
istorians’ M

anifest D
estiny

）

日
本
の
拡
大
、
東
洋
の
拡
大
（Expanding Japan, 

Expanding the O
rient

）

史
学
の
全
盛
期
（The Field’s H

eyday

）

研
究
機
関
の
設
立
（Founding Research Institutions

）

帝
国
規
模
の
歴
史
的
祝
祭
（Em

pire-w
ide H

istoric 

Celebrations

）

日
本
の
「
明
白
な
る
運
命
」（Japan’s M

anifest D
estiny

）

終
章
　
歴
史
家
の
死
、
歴
史
家
の
遺
産
（A

 historian’s 
D

eath, A
 H

istorian’s B
equest

）

学
者
と
し
て
の
遺
産
（The Scholar’s Legacies

）

教
師
と
し
て
の
遺
産
（The Teacher’s Legacies

）

歴
史
が
重
要
に
な
る
（H

istory M
atters

）

付
録
Ⅰ
　
黒
板
勝
美
著
作
目
録 

（K
uroita K

atsum
i 

B
ibliography

）

付
録
Ⅱ
　『
国
史
の
研
究
』
各
版
の
時
代
区
分
対
照

表
（P

eriod
ization

 in
 th

e T
h

ree E
d

ition
s of 

“K
okushi”

）

参
考
文
献
（B

ibliography

）

索
引
（Index

）

　
続
い
て
、
各
章
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

　
序
章
で
は
ま
ず
、
世
界
史
に
お
け
る
歴
史
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

へ
の
貢
献
が
語
ら
れ
、プ
ロ
イ
セ
ン
学
派
や
ア
メ
リ
カ
の
タ
ー
ナ
ー
、

ビ
ア
ー
ド
と
い
っ
た
諸
外
国
の
歴
史
家
が
果
た
し
た
役
割
を
、
日
本

で
は
ほ
ぼ
同
世
代
の
歴
史
家
た
ち
、
す
な
わ
ち
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学

の
第
二
世
代
で
あ
る
三
上
参
次
、
黒
板
勝
美
、
辻
善
之
助
ら
が
担
っ

た
と
さ
れ
る
。
従
来
の
史
学
史
に
お
い
て
は
、
彼
ら
第
二
世
代
は
純
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然
た
る
実
証
主
義
、
あ
る
い
は
無
思
想
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の

彼
ら
は
国
史
学
の
基
礎
構
築
に
は
政
府
の
援
助
が
不
可
欠
で
あ
る
と

理
解
し
、
国
内
的
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
対
外
的
に
は
例
外
主
義

と
い
う
政
府
と
一
致
し
た
見
解
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
の

援
助
を
取
り
付
け
、
国
史
学
の
基
礎
を
固
め
た
と
さ
れ
る
。
彼
ら
の

事
蹟
は
現
在
の
研
究
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
歴
史

観
が
戦
後
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
極
め
て
重
要
で
あ

る
が
、
未
だ
深
く
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
書
は
一
八
九
〇
年
代
か

ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
こ
の
第
二
世
代
の
代
表
的
存
在
と
し

て
活
躍
し
た
黒
板
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学

の
内
実
に
迫
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
第
一
章
は
、
黒
板
の
長
崎
県
大
村
で
の
生
誕
か
ら
、
帝
国
大
学
在

学
中
ま
で
を
描
く
。
黒
板
の
生
育
環
境
、
大
村
中
学
、
第
五
高
等
中

学
校
に
お
け
る
学
生
生
活
が
描
か
れ
る
な
か
で
、
黒
板
が
儒
教
的
思

想
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
エ
リ
ー
ト
意
識
を
育
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。
明
治
政
府
と
重
野
安
繹
や
久
米
邦
武
と
い
っ
た
草
創
期
の
歴

史
家
の
交
錯
と
衝
突
に
よ
っ
て
、
明
治
政
府
の
修
史
事
業
に
よ
る
自

己
正
当
化
、
国
史
学
の
基
礎
建
設
が
と
も
に
頓
挫
し
た
状
況
が
示
さ

れ
た
う
え
で
、
帝
大
に
入
学
し
た
黒
板
が
実
証
を
駆
使
し
つ
つ
皇
室

崇
拝
や
偉
人
顕
彰
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
黒
板
の
大
学
院
時
代
か
ら
、
一
九
〇
八
年
の
第
一

次
洋
行
出
発
前
ま
で
が
描
か
れ
る
。
経
済
雑
誌
社
に
お
け
る
『
国
史

大
系
』
校
訂
へ
の
従
事
、
史
料
編
纂
掛
で
の
『
大
日
本
古
文
書
』
編

纂
な
ど
、
研
究
生
活
を
歩
み
始
め
た
黒
板
で
あ
っ
た
が
、
大
学
院
時

代
に
は
既
に
同
時
代
の
学
界
を
批
判
し
、
実
証
偏
重
か
ら
の
脱
却
と

社
会
の
大
勢
の
解
明
、
あ
わ
せ
て
補
助
学
の
充
実
を
訴
え
て
い
た
点

が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
黒
板
は
専
門
と
す
る
古
文
書
学
を
大

成
す
る
一
方
で
考
古
学
、
神
話
学
、
歴
史
地
理
学
な
ど
に
関
心
を
広

げ
、
同
時
に
印
章
論
や
古
筆
鑑
定
な
ど
に
よ
っ
て
歴
史
の
有
用
性
を

社
会
に
示
す
な
ど
、幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。『
国
史
の
研
究
』

初
版
（
一
九
〇
八
年
）
の
刊
行
は
、
学
問
の
体
系
化
で
あ
る
と
と
も

に
国
家
を
正
当
化
す
る
物
語
の
提
示
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
黒

板
は
大
学
院
時
代
の
宿
望
を
ひ
と
ま
ず
達
成
し
た
と
さ
れ
る
。

第
三
章
は
、黒
板
の
第
一
次
洋
行
（
一
九
〇
八
―
一
〇
年
）
を
経
て
、

黒
板
が
よ
り
積
極
的
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
貢
献
し
て
い
く
姿
を
描

く
。
こ
の
洋
行
に
お
い
て
、
黒
板
は
各
地
で
学
者
と
交
流
す
る
と
と

も
に
各
国
の
情
勢
を
観
察
、
自
己
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
め
、
帰

国
後
に
発
生
し
た
南
北
朝
正
閏
問
題
に
際
し
て
は
実
証
的
立
場
か
ら

南
朝
正
統
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
国
史
学
の
政
治
的
有
用
性
を
示
し

た
と
さ
れ
る
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
高
ま
り
の
な
か
で
こ
の
有
用

性
は
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、『
国
史
の
研
究
』
が
改
訂
さ
れ
て
（
総

説
の
部
一
九
一
三
年
、
各
説
の
部
一
九
一
八
年
）
国
家
の
物
語
が
再

編
・
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
問
的
見
地
の
み
な
ら
ず
国
民
教
化

の
見
地
か
ら
博
物
館
事
業
や
史
蹟
保
存
事
業
の
充
実
が
訴
え
ら
れ
て
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い
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
、
国
史
学
の
有
用
性
が
次
第
に
認

知
さ
れ
、
支
持
を
受
け
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
章
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
思
想
状
況
や
関
東
大
震
災

に
対
応
し
て
、
黒
板
の
活
動
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
様
子
が
描
か

れ
る
。
こ
の
時
期
の
黒
板
は
、
大
正
国
民
の
理
想
像
と
し
て
聖
徳
太

子
を
描
き
、
大
規
模
な
顕
彰
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
植
民
地

支
配
の
一
環
と
し
て
総
督
府
の
歴
史
編
纂
事
業
に
関
与
、『
朝
鮮
史
』

編
纂
を
進
め
て
い
く
。
関
東
大
震
災
は
歴
史
家
に
も
大
き
な
損
害
を

与
え
た
が
、
黒
板
は
帝
室
博
物
館
復
興
翼
賛
会
を
組
織
す
る
な
ど

し
て
歴
史
家
と
し
て
復
興
の
一
翼
を
担
う
と
同
時
に
、『
国
体
新
論
』

（
一
九
二
五
年
）
で
天
皇
中
心
・
国
民
平
等
の
古
代
国
家
像
を
提
示

し
て
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
抗
、
国
体
の
専
門
家
と
し
て
の
地
歩

を
固
め
て
い
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
は
、黒
板
の
第
二
次
洋
行
（
一
九
二
七
―
二
八
年
）
か
ら
、

病
で
倒
れ
る
一
九
三
六
年
ま
で
を
描
く
。
第
二
次
洋
行
中
、
黒
板
は

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
人
の
活
動
の
跡
を
訪
ね
、
ペ
ル
シ
ャ
芸

術
と
古
代
日
本
芸
術
の
親
近
性
を
感
知
す
る
こ
と
で
、
国
史
の
枠
組

み
や
東
洋
の
概
念
を
拡
大
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は

国
史
学
は
全
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
黒
板
は
教
え
子
た
ち
を
率
い
て

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
く
が
、
理
論
主
導
の
歴
史
学
へ
の
対
抗

と
い
う
意
味
を
持
っ
た
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
な
ど
、
そ
の
多
く

は
従
来
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

政
府
の
援
助
の
み
で
は
飽
き
足
ら
な
い
黒
板
は
民
間
の
資
金
を
も
活

用
、
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
や
日
本
古
文
化
研
究
所
な
ど
の
研
究
機
関
を

設
立
し
、活
動
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
。
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、

黒
板
は
南
朝
関
係
の
祝
典
を
帝
国
規
模
で
推
進
し
、
紀
元
二
六
〇
〇

年
を
期
し
て
国
士
館
の
建
設
を
企
図
、『
国
史
の
研
究
』
第
三
版
（
総

説
・
各
説
上
一
九
三
二
年
、
各
説
下
一
九
三
六
年
）
な
ど
で
同
時
代

の
日
本
の
対
外
膨
張
を
正
当
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
三
六
年
に
黒
板

は
病
に
倒
れ
引
退
し
た
が
、
も
し
現
役
の
ま
ま
で
あ
っ
た
な
ら
、
お

そ
ら
く
戦
争
協
力
に
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
終
章
で
は
、
黒
板
が
病
で
引
退
し
た
後
の
国
史
学
、
そ
し
て
黒
板

の
歴
史
的
位
置
が
語
ら
れ
る
。
黒
板
の
事
業
の
多
く
は
教
え
子
が
引

き
継
ぎ
、
そ
の
業
績
は
戦
後
ま
で
引
き
継
が
れ
た
。
黒
板
が
牽
引
し

た
日
本
の
近
代
国
史
学
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
植
民
地
支
配
の
た

め
に
過
去
を
利
用
し
、
そ
の
代
わ
り
に
政
府
か
ら
学
問
へ
の
支
援
を

引
き
出
し
、
そ
の
基
礎
と
権
威
を
確
立
し
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
以
上
が
各
章
の
内
容
で
あ
る
が
、
本
書
の
巻
末
に
は
参
考
文
献
と

索
引
に
加
え
、
黒
板
の
著
作
目
録
と
黒
板
の
著
作
に
対
す
る
書
評
目

録
、
本
書
中
で
言
及
さ
れ
た
『
国
史
の
研
究
』
各
版
に
お
け
る
時
代

区
分
の
対
照
表
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
黒
板
の
著
作
目
録

と
し
て
は
黒
板
博
士
記
念
会
編
『
古
文
化
の
保
存
と
研
究
』（
同
会
、

一
九
五
三
年
）
所
収
の
丸
山
二
郎
「
黒
板
勝
美
博
士
の
年
譜
と
業
績
」
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（
黒
板
勝
美
先
生
生
誕
百
年
記
念
会
編
『
黒
板
勝
美
先
生
遺
文
』〈
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
〉
に
再
録
）、
そ
し
て
『
古
代
文
化
』
第

四
九
巻
第
三
号
（
一
九
九
七
年
）
所
収
の
「
黒
板
勝
美
博
士
年
譜
・

著
作
目
録
」
が
あ
っ
た
が
、
本
書
の
著
作
目
録
は
そ
れ
ら
に
大
増
補

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
三

　
続
い
て
本
書
の
意
義
、
特
色
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
な
ん
と
い
っ

て
も
黒
板
勝
美
に
関
す
る
初
の
評
伝
的
研
究
で
あ
る
と
い
う
点
に
、

第
一
の
意
義
と
特
色
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
先
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

お
い
て
、廣
木
尚
氏
は
「
黒
板
の
活
動
を
総
体
的
に
把
握
す
る
作
業
」

「
黒
板
の
学
問
的
実
践
を
個
別
具
体
的
に
把
握
す
る
評
伝
的
研
究
」

の
必
要
性
を
指
摘
し
た
が
（
１
）
、
本
書
は
ま
さ
に
そ
れ
に
該
当
す
る
。
も

ち
ろ
ん
、「
黒
板
の
学
問
的
実
践
」は
非
常
に
多
方
面
に
及
ん
で
お
り
、

個
別
の
学
説
史
レ
ベ
ル
ま
で
手
を
広
げ
れ
ば
そ
の
把
握
と
意
義
づ
け

は
容
易
で
は
な
く
、
論
者
に
よ
っ
て
何
を
黒
板
の
主
業
績
と
捉
え
る

か
も
異
な
っ
て
は
こ
よ
う
。
こ
こ
で
仮
に
、
前
掲
『
古
文
化
の
保
存

と
研
究
』
に
お
い
て
関
係
者
が
追
憶
・
顕
彰
し
た
黒
板
の
業
績
を
そ

の
主
た
る
も
の
と
み
な
し
て
検
討
の
基
準
と
す
る
と
、
本
書
は
そ
の

全
て
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
２
）
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
が
取

り
上
げ
る
の
は
黒
板
の
主
業
績
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
数
多
く
の
回
想

や
新
聞
記
事
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
黒
板
の
微
細
な
活
動
に

至
る
ま
で
極
力
掬
い
上
げ
て
再
構
成
し
て
い
る
の
が
本
書
の
特
色
の

一
つ
で
あ
り
、
従
来
知
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
黒
板
の
生
い
立

ち
や
学
生
時
代
を
自
治
体
史
や
郷
土
史
、
学
校
史
や
大
学
史
な
ど
を

用
い
て
明
ら
か
に
し
た
点
、
あ
る
い
は
黒
板
の
洋
行
に
関
し
て
そ
の

足
跡
に
つ
い
て
の
欧
米
圏
の
資
料
を
も
提
示
し
た
点
な
ど
は
、
評
伝

的
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
黒
板
の
多
方
面
に
わ
た
る
事
蹟
は
た
だ
網
羅

的
に
提
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
本
書
の
副
題
で
あ
る
「
帝
国
日
本

の
形
成
」と
い
う
観
点
か
ら
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

黒
板
ら
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
第
二
世
代
の
歴
史
家
た
ち
は
、
帝
国
日
本
と

歩
み
を
と
も
に
し
、
そ
の
国
民
統
合
、
対
外
膨
張
を
正
当
化
す
る
日

本
史
像
を
提
示
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
か
ら
の
援
助

を
獲
得
し
、
国
史
学
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ

う
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
第
二
世
代
に
よ
る
国
家
と
の
〈
共
犯
関
係
〉
の

強
調
は
、
純
然
た
る
研
究
が
時
の
政
府
に
よ
っ
て
弾
圧
を
受
け
た
と

す
る
大
久
保
利
謙
の
「
ゆ
が
め
ら
れ
た
歴
史
」（『
日
本
近
代
史
学
の

成
立
』〈
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
７
〉、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八

年
所
収
。
初
出
は
一
九
五
二
年
）
に
代
表
さ
れ
る
見
解
へ
の
批
判
で

あ
る
。
じ
っ
さ
い
著
者
は
欧
米
で
影
響
力
の
あ
る
大
久
保
史
学
史
へ

の
異
議
申
し
立
て
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
で

も
強
調
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
日
本
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（
渡
邉
）

近
代
史
学
史
研
究
、
お
よ
び
そ
の
な
か
に
お
け
る
黒
板
研
究
は
、
国

史
学
の
国
民
統
合
に
果
た
し
た
役
割
を
批
判
的
に
検
討
す
る
傾
向
を

示
し
て
い
る
が
（
３
）

、
本
書
は
い
わ
ば
そ
の
集
大
成
的
位
置
を
占
め
て
い

る
と
評
し
得
る
。
同
時
に
、「
例
外
主
義
」、「
明
白
な
る
運
命
」
と

い
っ
た
ア
メ
リ
カ
史
学
の
術
語
の
使
用
か
ら
分
か
る
通
り
、
各
国
の

歴
史
家
に
よ
る
国
家
史
〈
創
造
〉
の
日
本
版
と
し
て
黒
板
を
位
置
づ

け
て
い
る
点
は
英
語
圏
に
お
け
る
研
究
書
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と

い
え
、
日
本
近
代
史
学
史
に
比
較
史
的
視
座
を
提
供
し
て
い
る
点
も

意
義
深
い
。

　
　
四

　
さ
て
、
本
書
の
刊
行
を
受
け
、
黒
板
勝
美
お
よ
び
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

史
学
研
究
、
そ
し
て
日
本
近
代
史
学
史
研
究
が
大
き
く
前
進
し
た
こ

と
は
疑
い
な
い
が
、
こ
れ
を
受
け
て
今
後
の
研
究
は
い
か
な
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
松
沢
裕

作
氏
が
提
示
し
た
、「
黒
板
勝
美
は
、
東
京
帝
国
大
学
を
中
心
と
す

る
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
」
を
ど
の
程
度
代
表
し
て
い
る
の
か
」
と

い
う
問
い
が
、
今
後
の
研
究
に
お
け
る
重
要
な
視
点
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
（
４
）
。
す
な
わ
ち
、
大
学
外
で
華
々
し
い
活
動
を
繰
り
広
げ

る
黒
板
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
、
他
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学

の
担
い
手
た
ち
と
そ
の
営
為
全
体
に
検
討
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
研
究
に
は
求
め
ら
れ
て
こ
よ
う
。
特

に
、
本
書
で
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
第
二
世
代
が
黒
板
を
代
表
と
す

る
ほ
と
ん
ど
一
枚
岩
の
集
団
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
果
た
し

て
そ
の
よ
う
な
一
体
的
理
解
が
適
切
か
ど
う
か
。
国
史
研
究
室
の
設

置
を
め
ぐ
る
黒
板
・
平
泉
澄
と
史
料
編
纂
所
系
グ
ル
ー
プ
の
対
立
な

ど
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
内
部
の
差
異
を
示
唆
す
る
事
柄
を
手
が
か

り
に
、
注
意
深
く
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
（
５
）

。

　
こ
の
国
史
研
究
室
設
置
の
問
題
は
好
例
と
思
わ
れ
る
が
、
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
史
学
内
部
を
よ
り
深
く
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
民
統
合
と
い
っ
た
論
点
よ
り
も
、
各
歴
史
家
の

史
学
方
法
論
や
研
究
過
程
に
お
け
る
諸
問
題
な
ど
が
よ
り
明
確
な
論

点
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
場
合
が
多
々
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
本
書
の

内
容
は
主
に
前
者
を
論
題
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は

未
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
者
は
截
然
と
分
か

ち
得
る
も
の
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
歴
史
を
研
究
す
る
〈
歴
史

家
〉
の
検
討
で
あ
る
以
上
、
今
後
は
後
者
に
軸
足
を
置
い
た
研
究
も

求
め
ら
れ
て
こ
よ
う
（
６
）
。
研
究
の
一
画
期
と
な
る
本
書
の
刊
行
を
慶
ぶ

と
と
も
に
、
本
書
が
大
い
に
活
用
さ
れ
て
研
究
が
深
化
発
展
す
る
こ

と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
嘱
託
）
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註（１
）
廣
木
尚
「
近
代
日
本
史
学
史
研
究
の
現
状
と
黒
板
勝
美
の
位
置
」

（『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
一
四
・
一
五
号
、
二
〇
一
六
年
）

三
〇
頁
。

（
２
）
参
考
と
し
て
同
書
所
収
の
各
文
章
を
掲
げ
る
と
、
浅
野
長
武
「
序
」

／
三
成
重
敬
「
古
文
書
の
編
纂
」
／
工
藤
壮
平
「
東
山
御
文
庫
の
整
理
」

／
三
成
重
敬
「
醍
醐
寺
の
古
文
書
記
録
等
の
調
査
」
／
中
島
俊
司
「
醍

醐
寺
奉
賛
会
」
／
藤
懸
静
也
「
史
蹟
・
宝
物
の
保
護
」
／
杉
栄
三
郎
「
復

興
博
物
館
」
／
丸
山
二
郎
「
帝
室
博
物
館
翼
賛
会
」
／
丸
山
二
郎
「
仮

称
国
史
館
」
／
和
田
軍
一
「
日
本
古
文
化
研
究
所
」
／
中
島
俊
司
「
高

木
文
書
の
整
理
」
／
和
田
軍
一
「
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
」
／
村
田

俊
彦
「
聖
徳
太
子
奉
賛
会
」
／
丸
山
二
郎
「
吉
野
神
宮
奉
賛
会
」
／

古
谷
清
「
日
光
宝
物
館
」
／
堀
田
真
快
「
高
野
山
霊
宝
館
」
／
下
村

富
士
男
・
田
山
信
郎
「
宝
生
院
大
須
文
庫
」
／
井
野
辺
茂
雄
「
国
史

大
系
の
編
纂
（
一
）」
／
丸
山
二
郎
「
国
史
大
系
の
編
纂
（
二
）」
／

岡
本
堅
次
・
大
久
保
利
謙
「
地
方
史
の
編
纂
」
／
鳥
羽
正
雄
「
農
林

省
林
政
史
料
の
編
纂
」
／
藤
田
亮
策
「
朝
鮮
古
蹟
調
査
」
／
中
村
栄

孝
「
朝
鮮
史
の
編
修
と
朝
鮮
史
料
の
蒐
集
」
／
丸
山
二
郎
「
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
語
」
／
岩
生
成
一
「
黒
板
先
生
の
海
外
旅
行
」
／
大
久
保
利

謙
「
エ
ー
ル
大
学
寄
贈
日
本
文
化
資
料
の
蒐
集
」
／
坂
本
太
郎
「
大

学
に
於
け
る
黒
板
博
士
」、
以
上
二
七
編
で
あ
る
。

（
３
）
前
掲
廣
木
論
文
（
註
１
）、
二
七
―
二
九
頁
。

（
４
）
松
沢
裕
作
「
コ
メ
ン
ト
」（『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
前

掲
号
所
収
）
三
三
―
三
五
頁
。

（
５
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
若
井
敏
明
氏
が
『
平
泉
澄
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、二
〇
〇
六
年
）
三
一
―
三
六
、五
〇
―
五
四
頁
で
触
れ
て
お
り
、

最
近
で
は
佐
藤
雄
基
氏
が
、
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
主
催
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
史
学
科
の
比
較
史
：
草
創
期
か
ら
一
九
四
五
年
」（
二
〇
一
七

年
三
月
一
〇
日
・
一
一
日
、
於
立
教
大
学
）
に
お
け
る
報
告
「
東
京

帝
国
大
学
に
お
け
る
史
学
と
国
史
：
史
料
編
纂
事
業
と
の
関
わ
り
と

卒
業
生
進
路
か
ら
」
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
６
）
近
年
、
齋
藤
智
志
氏
が
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
黒
板
が
史
蹟
保

存
論
の
中
心
的
概
念
と
し
て
〈
文
化
〉
を
据
え
た
点
に
着
目
し
て
い

る
。『
近
代
日
本
の
史
蹟
保
存
事
業
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
』（
法
政
大
学

出
版
局
、二
〇
一
五
年
）二
〇
五
―
二
一
一
頁
。
ま
た
山
口
道
弘
氏
は
、

黒
板
の〈
文
化
史
〉〈
文
明
史
〉志
向
を
指
摘
す
る
。「
正
閏
続
論
」（『
千

葉
大
学
法
学
論
集
』
第
二
八
巻
第
三
号
、
二
〇
一
四
年
）
二
―
二
六

頁
、「
南
北
朝
正
閏
論
争
と
神
皇
正
統
記
：
漢
文
脈
か
ら
文
明
史
へ
」

（『
芸
林
』
第
六
五
巻
第
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
一
四
五
―
一
五
〇
頁
。

こ
の
よ
う
な
〈
文
化
〉〈
文
化
史
〉
に
対
す
る
黒
板
の
ま
な
ざ
し
は
、

今
後
の
研
究
に
お
け
る
一
つ
の
論
点
と
な
ろ
う
。

[

付
記]

本
書
評
は
、
平
成
二
十
六
年
度
立
教
大
学
学
術
推
進
特
別
重

点
資
金
（
立
教
Ｓ
Ｆ
Ｒ
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
）「
グ
ロ
ー
バ
ル

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
か
の
近
代
歴
史
学
」
第
十
二
回
研
究
会
「
合
評

会
　Lisa Yoshikaw
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」

（
二
〇
一
七
年
八
月
一
日
、
於
立
教
大
学
）
に
お
け
る
評
者
の
報
告
を

基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

※
訂
正

本
書
評
に
つ
き
ま
し
て
、
左
記
の
訂
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　〈
二
八
八
頁
・
下
段
〉（
誤
）「
国
士
館
」　（
正
）「
国
史
館
」

　
以
上
の
誤
り
を
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
立
教
大
学
史
学
会
史
苑
編
集
委
員
会


